
2017年度 東北地理学会 春季学術大会 

プログラム 

 

1．期 日     2017年 5月 20日（土）～21日（日） 

2．会 場     仙台市戦災復興記念館（下図参照） 

          〒980-0804 仙台市青葉区大町 2-12-1 Tel 022-263-6931 

3．日 程 

    5月 20日（土） 

第 1会場 

（5階） 

9:30～ 

共通 

評議会 

（第 2 会場） 

13:30～ 

自然 

16:00～ 

総会  

第 2会場 

（4階） 
  

13:30～ 

人文① 
  

第 3会場 

（4階） 
  

13:30～ 

人文② 
 

 5月 21日（日） 

第 1会場 

（5階） 

10:00～ 

自然 

13:30～ 

自然 

第 2会場 

（4階） 

9:10～ 

人文① 

13:30～ 

人文① 

第 3会場 

（4階） 

9:10～ 

人文② 

13:30～ 

人文② 

4．懇親会    日時 5月 20日（土）18:00 から 

         会場 ホテルグランテラス仙台国分町 10階 

         会費 5,000円（学生・院生 2,000円） 

5．会場略地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市戦災復興記念館：地下鉄東西線「大町西公園駅」下車徒歩 6分 

ホテルグランテラス仙台国分町：仙台市戦災復興記念館より徒歩 5分
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5 月 20日（土）第 1 会場 共通・自然分野 共通 09:30～11:34  自然 13:30～15:26 

発表＋討論時間 S:12＋8分、L:20＋8分 使用機器 p:プロジェクタ *：口頭発表者 

 

1-01 09:30 Sp 溝田 浩二（宮城教育大）：対馬の伝統養蜂からみえてきた「ツシマヤマ

ネコの普遍性」と「イリオモテヤマネコの特殊性」 

 

1-02 09:50 Sp 木村 和雄（沖縄高専）：沖縄島中部の伝統的集落立地における地形条件 

 

1-03 10:10 Lp 谷口 宏充（東北大・名誉）：3.11災害遺産を考えるうえでの詳細標高段

彩図の意義 

 

1-04 10:38 Lp 米地 文夫（ハーナムキヤ景観研究所）:「ケンタウル祭」1917年の創出

と賢治の欧米風地理的幻想空間―詩「岩手公園」の景観描写と恋と― 

 

1-05 11:06 Lp 米地 文夫*（ハーナムキヤ景観研究所）・土井 時久（前雪印乳業酪農総

合研究所）:「ケンタウル祭」1933年の変容とケンタウロスが牽く銀河鉄

道―岩手と北海道における馬車鉄道の歴史地理との関わり― 

 

＜昼休み 11:34～13:30＞ ＜評議会 12:00～13:20＞ 

 

1-06 13:30 Sp 大月 義徳*(東北大)・上田 元（一橋大）・KAUTI, M. K. (South Eastern 

Kenya Univ.)・佐々木 明彦（信州大）：中央ケニア半乾燥牧畜地域にお

けるガリー形成と人々の採砂行為 

 

1-07 13:50 Lp 西城 潔*（宮城教育大）・古市 剛久（北海道大）：宮城県大衡村「昭和万

葉の森」における地形・環境調査の経過と課題 

 

1-08 14:18 Lp 今野 明咲香（東北大）：東北日本の亜高山帯におけるオオシラビソ林の

立地環境と分布拡大への影響 

 

1-09 14:46 Sp 境田 清隆*（東北大・名誉）・成田 裕幸（東北大・院）：福島県桑折町の

モモせん孔細菌病の拡大に関する気象条件 

 

1-10 15:06 Sp 吉川 契子（静岡県立清水西高）：高校地学基礎における効果的な気象教

育プログラム  
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5 月 20日（土）第 2 会場 人文分野① 13:30～15:34 

発表＋討論時間 S:12＋8分、L:20＋8分 使用機器 p:プロジェクタ *：口頭発表者 

 

2-01 13:30 Lp 梅津 登伍（東北大・院）：福島県西会津町における繊維工業の存立と技

能実習生の役割 

 

2-02 13:58 Lp 星 圭佑*（(株)セブン-イレブン・ジャパン）・岩動 志乃夫（東北学院

大）：仙台都市圏北部の郊外型住宅団地における小売施設の変化と跡地

利用にみる特性 

 

2-03 14:26 Sp 下田 果歩*（全国労働者共済生活協同組合連合会）・岩動 志乃夫（東北

学院大）：仙台市における学習塾の立地展開 

 

2-04 14:46 Sp 渡邉 知香子*（(株)やまや）・岩動 志乃夫（東北学院大）：仙台市におけ

るオタク文化関連店舗の集積とその役割 

 

2-05 15:06 Lp 堀本 雅章（法政大沖縄文化研究所）：ハングル表記の多い街 - コリア

タウンとして発展する大阪市生野区御幸通商店街の事例 -    

 

5 月 20日（土）第 3 会場 人文分野② 13:30～15:34 

発表＋討論時間 S:12＋8分、L:20＋8分 使用機器 p:プロジェクタ *：口頭発表者 

 

3-01 13:30 Sp 鈴木 悠介（(株)りそな銀行）：在日外国人の高齢化の現状と課題－東京

都における介護サービスの観点から－ 

 

3-02 13:50 Sp 山口 泰史（東北公益文科大）：市区町村別における高齢単身世帯の将来

予測－首都圏と東北地方の比較－ 

 

3-03 14:10 Lp 小金澤 孝昭*（宮城教育大）・山田 健刀：町内会の組織運営と構成員の

意識動向～仙台市愛子地区を事例に～ 

 

3-04 14:38 Lp 金安 岩男（新宿自治創造研）：川柳を活用した土地の理解 

 

3-05 15:06 Lp 長尾 悠里（お茶の水女子大・院）：学校統合の議論の展開からみた学校

の象徴性－埼玉県秩父市大滝地区を事例に－ 
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5 月 21日（日）第 1 会場 自然分野 自然 10:00～14:50 

発表＋討論時間 S:12＋8分、L:20＋8分 使用機器 p:プロジェクタ *：口頭発表者 

 

1-11 10:00 Sp 伊藤 晶文（山形大）：ペルー，ナスカ台地における現在の地形変化と岩

屑の移動 

 

1-12 10:20 Lp 湯澤 樹*(日本工営(株))・大月 義徳(東北大)：飯縄山における中期更新

世以降の火山麓扇状地形成史 

 

1-13 10:48 Lp 北村 繁*（弘前学院大）・市川 彰（名古屋大）・柴田 潮音（エルサルバ

ドル大統領府遺産局考古課）・伊藤 伸幸（名古屋大）：中米・エルサルバ

ドル共和国、イロパンゴカルデラ 4～6 世紀巨大噴火によるレンパ川下

流低地域への影響 

 

1-14 11:16 Sp 奥野 充*（福岡大）・Pavel Izbekov（アラスカ大フェアバンクス校）• 

Kirsten P. Nicolaysen（ウィットマンカレッジ）・Virginia Hatfield

（アリューシャン博物館）・Kale M. Bruner・Dixie West（カンザス大）・

野口 真・藤木 利之（岡山理大）・中村 俊夫（名古屋大）：アラスカ州，

フォー・マウンテンズ諸島（IFM）とその周辺での完新世テフロクロノロ

ジー 

 

1-15 11:36 Sp 小元 久仁夫*（元・日本大）・南 雅代（名古屋大）：宮古島マイバーバマ

のビーチロックに半埋没しているハマサンゴの AMS14C年代 

 

＜昼休み 11:56～13:30＞ 

 

1-16 13:30 Sp 移川 恵理（宮城教育大・院）：宮城県吉田川水系における支流域の地質

と河床形態との関係 

 

1-17 13:50 Sp 古市 剛久*（北海道大）・石丸 聡（北海道立総合研究機構地質研究所）：

十勝平野西部流域における 2016 年 8 月の大雨による地形変化－東北日

本以北の寒冷地での気候変動に伴う地形プロセスの移行－ 

 

1-18 14:10 Sp 吉木 岳哉*（岩手県立大）・豊島 正幸（元･岩手県立大）：2016年台風 10

号水害にみる不連続堤の遊水池機能 ―小本川下流中島･中里地区の浸

水状況をもとに― 

 

1-19 14:30 Sp 阿子島 功（山形大・名誉）：低地の微地形分類図と最大洪水浸水範囲想

定図  
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5 月 21日（日）第 2 会場 人文分野① 09:10～15:42 

発表＋討論時間 S:12＋8分、L:20＋8分 使用機器 p:プロジェクタ *：口頭発表者 

 

2-06 09:10 Lp 髙橋 慧*（アジア航測(株)）・磯田 弦（東北大）：仙台市地下鉄東西線開

業における効果と課題-八木山地区を事例に- 

 

2-07 09:38 Lp 櫛引 素夫（青森大）：北海道新幹線開業に伴う青函圏と住民意識の変化 

 

2-08 10:06 Sp 山田 浩久（山形大）：民営化された仙台空港が抱える今後の課題 

 

2-09 10:26 Lp 田代 雅彦（九州産業大）：観光都市・福岡の発展要因～広域交通結節点

の形成を中心として～ 

 

2-10 10:54 Lp 堀本 雅章（法政大）：観光地化した島に架橋は必要か否か - 沖縄県竹

富町鳩間島の事例 – 

 

2-11 11:22 Sp 岩鼻 通明（山形大）：出羽三山における日本遺産認定の認識度について 

 

2-12 11:42 Sp 藤崎 浩幸（弘前大）：弘前さくらまつりにおける桜開花時期変動対策に

関する来訪者意識 

 

＜昼休み 12:02～13:30＞ 

 

2-13 13:30 Lp 山下 克彦：工場分布よりみた１９世紀後半の北海道の工業化 

 

2-14 13:58 Lp 松山 薫（東北公益文科大）：地方における「日輪兵舎」の建造過程－山

形県・鳥海農民道場の事例を中心として－ 

 

2-15 14:26 Sp 渡辺 理絵（山形大）：近世日本の産物に関する資料と地理情報―動植物

の分布域復元を視野に― 

 

2-16 14:46 Lp 駒木野 智寛：縄文時代の北海道・東北地方における竪穴住居形態の地理

学的研究 

 

2-17 15:14 Lp 遠藤 匡俊（岩手大）：安政３～安政５（1856～1858）年の蝦夷地におけ

るアイヌの人々の文化変容の地域的特徴 

  



5 

 

5 月 21日（日）第 3 会場 人文分野② 09:10～14:54 

発表＋討論時間 S:12＋8分、L:20＋8分 使用機器 p:プロジェクタ *：口頭発表者 

 

3-06 09:10 Lp 鹿嶋 洋（熊本大）：熊本地震による製造業の被災状況と復旧過程に関す

る予備的考察 

 

3-07 09:38 Lp 高田 涼太（会津若松市立第四中）：東日本大震災および原子力発電所事

故による大熊町民の生活空間の変化 

 

3-08 10:06 Lp 村山 良之*（山形大）・牛草 学（名取市立下増田小）・黒田 輝（鶴岡市

立朝暘第一小）：東日本大震災後の学校防災の課題－岩手県沿岸地域の

学校の取組をふまえて－ 

 

3-09 10:34 Lp 杉浦 直（岩手大・非）：シアトル・パイオニアスクエア―第３報 ネイ

バーフッドプランの進展― 

 

3-10 11:02 Sp 遠藤 尚（高知大）：インドネシア西ジャワ農村における農業の変化と自

然資源への影響 

 

3-11 11:22 Lp 元木 靖（立正大･非）：南インドにおける農村住宅の伝統的様式と新傾向 

 

＜昼休み 11:50～13:30＞ 

 

3-12 13:30 Lp 澁木 智之（東北大・院）：全国農地ナビと GISを活用した、賃借権や圃

場分散などの現状把握 

 

3-13 13:58 Lp 横川 早也佳*（福島大・院）・初澤 敏生（福島大）：福島県玉川村におけ

るサルナシ栽培の現状と課題 

 

3-14 14:26 Lp 駒木 伸比古*（愛知大）・名和 雄生（愛知大・学）・寺田 ひかる（愛知

大・学）・杉山 久浩（愛知大・学）・田中 芽以子（愛知大・学）：買い物

行動からみた中山間地域における消費動向―長野県下伊那郡阿南町を

事例として― 


